
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

松川橋(上り線)

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事

設　　　計　　　図



松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（終点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ３　詳細図（その２）

松川橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ４　配置図

松川橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ４　詳細図（その２）

34 ～ 36 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）水平力分担構造Ｐ－Ｓ１　配置図（その１）～（その３）

37 ～39 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）水平力分担構造Ｐ－Ｓ１　詳細図（その１）～（その３）（参考図）

40 ～ 42 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）水平力分担構造Ｐ－Ｓ２　配置図（その１）～（その３）

43 ～ 45 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）水平力分担構造Ｐ－Ｓ２　詳細図（その１）～（その３）（参考図）

松川橋（上り線）薬液注入工（参考図）

松川橋（上り線）通行止め計画図（参考図）47

48 ～ 51 松川橋（上り線）施工計画図（その１）（参考図）～（その４）（参考図）

33

46

30

31

32 松川橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ４　詳細図（その１）

28 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（終点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ３　配置図

29 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（終点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ３　詳細図（その１）

26 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その２）

27 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その３）

24 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　配置図

25 松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その１）（参考図）

22 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その２）

23 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その３）

20 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　配置図

21 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その１）（参考図）

18 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ２　詳細図（その１）

19 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ２　詳細図（その２）

16 松川橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ１　詳細図（その２）

17 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｓ２　配置図

14 松川橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ１　配置図

15 松川橋（上り線）Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｓ１　詳細図（その１）

12 松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て一般図

13 松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図

10 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て一般図

11 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図

8 松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｓ２詳細図（その１）

9 松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｓ２詳細図（その２）

6 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ６　特殊部Ａ－Ｓ１

7 松川橋（上り線）Ｐ１橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｓ１詳細図

4 松川橋（上り線）耐震補強一般図（その１）

5 松川橋（上り線）耐震補強一般図（その２）

2 松川橋（上り線）橋梁一般図（その１）

3 松川橋（上り線）橋梁一般図（その２）

【  図 面 目 録  】

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

1 松川橋（上り線） 数量総括表 52 松川橋（上り線）配線系統図（参考図）



松川橋（上り線）数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

株式会社 片平新日本技研

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

松川橋（上り線）数量総括表

ー
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（H150x150x7x10）

R
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6545

＜H-150用＞

65 45

22x30長孔

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図

松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｓ２詳細図（その２）

特殊部Ａ－Ｓ２詳細図（その２）

平 面 図 S=1:125 ライナープレート構成図 S=1:125

補強リング構成図 S=1:125 ライナープレート詳細図 S=1:30側 面 図 S=1:125

補強リング詳細図 S=1:30

補強リング継手部詳細図 S=1:15

材料表

品名 サイズ 単位質量 数量 質量

（mm） （ｋｇ） （ｋｇ）

ライナープレート(t=2.7)・・・φ8300×H3500

ライナープレート P-10 t=2.7 26.0 105 2730.0 黒皮品

ライナープレート P-8 t=2.7 21.1 14 295.4 黒皮品

組立ボルト M16×30(4.6) 0.137 1306 178.9 黒皮品

組立ボルト M16×45(8.8、ﾘﾝｸﾞ用) 0.158 498 78.7 黒皮品

補強リング(H150)・・・3リング×8分割／1リング

補強リング H150×150×7×10×3291 102. 18 1836.0 黒皮品

補強リング H150×150×7×10×3134 97.5 6 585.0 黒皮品

継手板 PL150×12×310 4.38 48 210.2 黒皮品

継手ボルト M20×50(8.8) 0.275 384 105.6 黒皮品

ロックワッシャー M20ボルト用 - 192 - 黒皮品

合計 6019.8 kg

備考
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中央分離帯側 55
断 面 図
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正 面 図
11 22中央分離帯側
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側 面 図
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鉄筋表

種 別 径 長　さ 本 数 単位質量 質　量 摘　要

D22 6410 29 566

10540 60 984

3242 kg

D22 1743 kg

合計 3242 kg

P1橋脚 RC巻立て補強

(SD345)

D16 1499 kg

3.04

60D16 1.56

〃 6690 24 〃 20.3 487

< >112

フレア溶接箇所

< >112

19.5

16.4

フレア溶接(D16) 112 箇所

* 参考 軸方向鉄筋の固定のための組立アンカーは、1.0本/m 程度配置する。2

D13
打込み式アンカー 本

Kg35
140

〃 6680 34 〃 20.3 690

かぶり詳細図 S=1:25

組立鉄筋加工図（参考図） S=1:12.5

M12x20

φ18x58
削孔

差し筋アンカー
(M12x52)

既設コンクリート

差し筋アンカー詳細図（参考図）S=1:5

組立鉄筋

D13

〃 9240 26 〃 14.4 374

〃 3490 26 〃 5.44 141

52

107107 フレア溶接詳細図 S=1:2.5
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コンクリート(A1-5)
σck=30N/mm
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差し筋アンカー
(M12x52)
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R=39

合計

平均合計

112 112

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図 S=1:125

注記）

2. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

8100

27@300=8100

1350

1488 1488

1350

7@300=2100 3@200=600 3@200=600

4318 1350

13@300=39001488 1488

1350

209209

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）

Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図

図示
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主鉄筋 D51

帯鉄筋 D22
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00

既設コンクリート

コンクリート表面処理工

かぶり詳細図 S=1:25

フーチング上面

耐震補強用

組立鉄筋

D51

D13

61

254

20
(M12ネジ加工)

70-D13x380

61

R=39

組立鉄筋加工図（参考図）S=1:12.5

M12x20

φ18x58
削孔

差し筋アンカー
(M12x52)

既設コンクリート

差し筋アンカー詳細図（参考図）S=1:5
差し筋アンカー

(M12x52)

組立鉄筋

D13

松川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図 S=1:125

D22
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D
22

D
22

20以上 220 20以上

a:のど厚        5.6mm

S:ビードの幅     11mm

D:鉄筋径(呼び径) 22mm

フレア溶接詳細図 S=1:2.5

* 参考 軸方向鉄筋の固定のための組立アンカーは、1.0本/m 程度配置する。2

D13
打込み式アンカー 本
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90ﾟ程度ずらして配筋すること。
注）帯鉄筋の継手位置は各々、
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鉄筋曲げ加工表

鉄筋表

種 別 径 長　さ 本 数 単位質量 質　量 摘　要

D51 4500 20 15.9 71.6 1432 20

〃 2590 20 〃 41.2 824

〃 3000 20 〃 47.7 954 20

〃 4090 20 〃 65.0 1300

D22 6070 32 3.04 18.5 592

〃 6890 122 〃 20.9 2550

〃 6390 122 〃 19.4 2367

10019 kg

(SD345)

P2橋脚 RC巻立て補強

D51 2124 kg

合計 7633 kg

D22 5590 kg

フレア溶接(D22) 244 箇所

( )40

ガス圧接箇所

( )40

< >244

フレア溶接箇所

< >244

122

122

注記）

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　 既設構造物の鉄筋を切断しないように現在の配筋状態を

　 事前に鉄筋探査等による調査を実施し、確認すること。

コンクリート(A1-5)
σck=30N/mm

鉄筋T 鉄筋T1

2386 kg

2386 kg

0 kg

4.         は、ガス圧接継手位置を示す。G

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）

Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て配筋図

図示
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松川橋（上り線）Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｓ１　配置図 S=1:75

図示 図面番号

株式会社 片平新日本技研設計会社名

縮　　尺

事務所名

図面の種類

施工会社名

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

死荷重反力

設計水平力

１本当りの引張力

設計移動量
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3200kN

852kN

455mm

正 面 図

平 面 図
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G4-側面図 G5-側面図
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00

G5 G4 G3 G2 G1

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

松川橋（上り線）

Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｓ１　配置図

シール材

シール材

シール材

シール材

シール材

シール材

シール材

シール材
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正　面　図

平　面　図

側　面　図

A1 橋台側 P3 橋脚側

P1

(G1桁)

A1 橋台側 P3 橋脚側
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(G2桁)
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00

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚(終点側) 落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　配置図 S=1:100

死荷重反力

設計水平力

１本当りの引張力

設計移動量

3101kN

3250kN

1675kN

250mm

RC巻立て(t=250mm)

RC巻立て(t=250mm)

RC巻立て(t=250mm)

RC巻立て(t=250mm)

1
4
81

1
4
31

不陸調整材

シール材

シール材

不陸調整材

シール材

シール材

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）

Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　配置図
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S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1938kN型用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

1938kN型用

1938kN型用 L=400

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付
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69192501383

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具

異型緩衝具

ナット
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(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)
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φ
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φ
2
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40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ
1
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φ
2
20

400

（製作長）

φ12

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 400 110
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φ
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(S45C:亜鉛めっき)
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∅92

248 148

∅113
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38
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39
64
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42
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(S45C:亜鉛めっき)
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φ
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38

φ
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(SS400相当品:亜鉛めっき)
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φ117
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六角穴付止めねじ
(M10)

φ
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19 146
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φ
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止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

φ
90

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

5753(5600)

6118(5965)

131

354248

下部工側 上部工側

取付詳細図

連結ケーブル(1938kN型)

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

本連結ケーブル 1

全2本

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

1938kN型用 L=6118(5965)mm

1938kN型用 標準

1938kN型用 600mm

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

ワッシャー

ブラケットピン

止めナット

50

138

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) 1938kN型用

連結ケーブル A-A断面図 ナット

1150

600 550

280

280

550

69130

1
50

六角穴付止めねじ
(M10)

連結ケーブル全長　L=6118(5965)

防錆油

(ポリエチレン樹脂)
被覆材

PC鋼より線
(19xφ10.8)

PC鋼より線
(19xφ10.8)

φ
90

止めプレート

φ160

12

19

φ
97

φ
1
20

φ
1
60

(SS400相当品:亜鉛めっき)(S45C:亜鉛めっき)

保護キャップ
(ポリエチレン)

組立て全長　L=680

540

180

6525

190

252565

φ
3
80

φ
98

キャップ部 取付部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

偏 向 具
(ポリエチレン)

90

180 228

50 2
28

65
65

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

φ54

φ74

PC鋼より線,ポリエチレン被覆

SCM435,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

S=1:6

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、行うこと。

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

保護チューブ
(t=2)

A

A

フォークエンド

アイバー エンドピン

マンション

2.（ ）内の数値はG2桁を示す。

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その１）（参考図） S=1:20

マンション端部処理

保護チューブはぎ取り

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

　取付後はマンション先端ねじ部に

　防錆処理を行うこと。

落 橋 防 止 構 造 仕 様

設計水平力 (PCケーブル1本当たり) 1938　kN

250　mm設 計 遊 間 量

規格表

落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用する

こととし、この姿図は参考とする。

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その１）（参考図）
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注記）

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。
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22

45

7

3
80

4
20

4
30

7

22 22

8

22

40

40 110 40

190

8

40 110

190

40

4
20

40
10

40
275

1
00

100

280

180 100 180

280221022

4@150=600

4
@7
5=
3
00

4
@7
5=
3
00

260

40
40

810

45 120 454@150=600

10

1-Fill PL 190x10x810(SS400)

1
90

5

4-PL  190x22x380

120

16-φ18孔

24-φ24.5孔

8-φ24.5孔

16-φ24.5孔

10-φ24.5孔

主桁下フランジ

10-φ24.5孔

8-φ24.5孔

15C溶接後埋め戻し

1
25

40 40

40

3
80

10

40

R3
5

1
5

a部

1
95

1
70

1
95

1
90

40
1
10

フィラープレート

45

(SM400A)

(SM400A)

(SM400A)

4 - 4

5 - 52 - 2

1 - 1

桁補強詳細図ブラケット詳細図

7 - 7

6 - 6 8 - 8

フィラープレート詳細図

a部詳細

3 - 3

FP区間

20525530

340

520

180

10

1
65

25
2
30

25
1
65

6
7
.5

25
4
25

25
6
7
.5

79 22 79

FP

8

25

6

6

1

1

3

3

FP

8

8

FP
FP

8

11

ブラケット1基当り(製作数：2基) ブラケット1基当り(製作数：2基)

25

1
95

1
70

1
95

FP

8

8

FP

40

76
°

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その２） S=1:20

6.「ＦＰ」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

塗替塗装・塗膜除去工

5
20

330 330

4
80

ケレン区分の凡例

新設部材接触面（ケレン1種）
熱影響部（ケレン1種）
・・・塗膜除去工

境界部（ケレン4種）
・・・各部材の現場塗装

C5

F11
(ボルト)

新設部材接触面

境界部(ケレン4種)

F3

F3

F3

新設部材接触面
(ケレン1種)

境界部(ケレン4種)

(ケレン1種)

C5C5

箱内 箱外

F11
(ボルト)

C5

J

F3

新設部材接触面
(ケレン1種)

境界部(ケレン4種)

J

J J

F8

D4

C5C5

F3

F3F8

F11
(ボルト) F3

境界部(ケレン4種)

新設部材接触面
(ケレン1種)

F8

950

5
15

70 70

80

70

70

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ１　詳細図（その２）
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G1 G2

正　面　図

平　面　図

側　面　図

P1 橋脚側 A2 橋台側

P3

(G1桁)

P1 橋脚側 A2 橋台側

P3

(G2桁)

4439 2841 3520

4439 2841 3520

8
66

4
84

1
3
50

P
1
 橋

脚
側

A
2
 橋

台
側

P3

G1 G2

897

897

3
19

1
4
30

3
21

1
4
30

1
4
30

n=2本

n=2本

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２

5150

287

299

2
7
00

10800

10800

B

A-A

B-B
B

A

A

5350

1
4
30

8
9
7

2
8
7

8
9
7

2
9
9

5
1
50

5
3
50

10
4
20

10
4
20

75
°

75
.4
°

5483
5848

1
4.
5°

5666
6031

1
4°

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　配置図 S=1:100

死荷重反力

設計水平力

１本当りの引張力

設計移動量

2483kN

3450kN

1786kN

250mm

シール材

不陸調整材

シール材

シール材

不陸調整材

シール材

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　配置図

24 / 52



S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1938kN型用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

1938kN型用

1938kN型用 L=400

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

109

588

69192501383

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具

異型緩衝具

ナット

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

φ340

12

38 50

φ
97

φ
2
22

φ
3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

φ
1
17

φ
2
20

400

（製作長）

φ12

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 400 110

620

φ
1
10

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

155 92

1
79

484

88

2
96

φ
1
76

60

∅92

248 148

∅113

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

492

138 180 174

2
30

φ
1
38

φ
90

492

39
64

39

1
42

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

37

φ
1
38

φ
90

∅9
2

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ185 14

φ117
1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

φ
1
00

19 146

エンドピン

φ
1
00

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

φ
90

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

5483(5666)

5848(6031)

131

354248

下部工側 上部工側

取付詳細図

連結ケーブル(1938kN型)

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

本連結ケーブル 1

全2本

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

1938kN型U-GM L=5848(6031)mm

1938kN型用 標準

1938kN型用 600mm

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

1938kN型用

ワッシャー

ブラケットピン

止めナット

50

138

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) 1938kN型用

連結ケーブル A-A断面図 ナット

1150

600 550

280

280

550

69130

1
50

六角穴付止めねじ
(M10)

連結ケーブル全長　L=5848(6031)

防錆油

(ポリエチレン樹脂)
被覆材

PC鋼より線
(19xφ10.8)

PC鋼より線
(19xφ10.8)

φ
90

止めプレート

φ160

12

19

φ
97

φ
1
20

φ
1
60

(SS400相当品:亜鉛めっき)(S45C:亜鉛めっき)

保護キャップ
(ポリエチレン)

組立て全長　L=680

540

180

6525

190

252565

φ
3
80

φ
98

キャップ部 取付部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

偏 向 具
(ポリエチレン)

90

180 228

50 2
28

65
65

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

φ54

φ74

PC鋼より線,ポリエチレン被覆

SCM435,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

S=1:6

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、行うこと。

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

保護チューブ
(t=2)

A

A

フォークエンド

アイバー エンドピン

マンション

2.（ ）内の数値はG2桁を示す。

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その１）（参考図） S=1:20

マンション端部処理

保護チューブはぎ取り

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

　取付後はマンション先端ねじ部に

　防錆処理を行うこと。

落 橋 防 止 構 造 仕 様

設計水平力 (PCケーブル1本当たり) 1938　kN

250　mm設 計 遊 間 量

規格表

落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用する

こととし、この姿図は参考とする。

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その１）（参考図）
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1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

注記)

3.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  膜厚は、JIS H 0401 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

  を行うこと。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

下部工ブラケット詳細図

2-PL 306x25x406

2-PL 476x25x750

4-PL 260x22x150

2-PL 260x22x300

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

1-PL 780x22x680

8-Anc Bolt D51x895(SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)

8-Washer   M48用 (SS400)

895

埋込み長 765

アンカーボルトD51x895

130

削孔長 775

削
孔
径

φ
61

不陸調整材エポキシ樹脂注入
(t=5mm)

ワッシャー(M48用)

(M48ネジ切り L=130)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長

130

5

22

75 28

アンカーボルト詳細図 S=1:10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

7
80

6
80

6
80

1
65

25
3
00

25
1
65

780

243 22 250 22 243

15 228 228 15

15
1
50

1
50

15

80 80

80
2
60

2
60

80

22 476

250 226

50

22 260

50 210

50
1
00

15
1
50

25
3
00

25
1
50

15
15

7
50

15

2
43

22
2
50

22
2
43

50
1
00

25
25

2 - 21 - 1

3 - 3

1

1

3 3

2

2

310

4 4

260

∅11
3

4 - 4

R226

R206

4
06

306

35

310

7
80

22 476

250 226

15
7
50

15

2
43

22
2
50

22
2
43

2
00

FP

FP

FP

8-φ53

8

(G1桁)

2 - 2

(G2桁)

6
80

1
65

25
3
00

25
1
65

780

243 22 250 22 243

15 228 228 15
15

1
50

1
50

15

80 80

80
2
60

2
60

80

1

1

310 310

FP

8-φ53

80 310 290 100

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その３）S=1:20

5.「ＦＰ」の表示のある箇所は、完全溶込み

  溶接を用いる。

シール材詳細図 S=1:5

20

2
0

シール材

ベースプレート
不陸調整材

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）

落橋防止構造Ｐ1－Ｓ２　詳細図（その３）
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

株式会社 片平新日本技研

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

S=1:20松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）水平力分担構造Ｐ－Ｓ２　詳細図（その２）

下部工ブラケット詳細図

1 - 1(2 - 2)

5 - 5

4
60

3
40

3
6<
4
0>

7
64
<7
6
0>

8
00

7
54
<7
5
0>

10

5

199 79

10-φ42孔
(現場孔明)

535<835> 780 535<235>

925<1225> 925<625>

2
10

4
×
1
25
=5
00

90

300 300 300 300 300 300 25

1850

25

22 22 22 22 22 2222

6 - 6

4
24
<4
2
0>

20

3
6<
4
0>

4
44
<4
4
0>

4
80

4
34
<4
3
0>

10

5

300 300 300 300 300 300 25

1850

25

22 22 22 22 22 2222

S＝1:4シール材詳細図

シール材

不陸調整
ベースプレート

20

20

1

1

300 300 300 300 300 300 25

1850

36

1
0
00

9
32

22
10

18-φ56孔

2

2

5

1
25
<1
5
0>

2
80
<3
0
0>

2
80
<3
0
0>

3
15
<2
5
0>

5

66

25

22 22 22 22 22 2222

135 310 310 310 310 310 165

1

1

2

2

1

1

2

2

1

1

460340

36<40>

800

F.P.

5

3
15
<2
5
0>

1
0
00

2
80
<3
0
0>

2
80
<3
0
0>

1
25
<1
5
0>

R5
09

754<750>102
50

6
82

9
32

36
22

10 9

R507

9

434<430>10

444<440> 36<40>

424<420>20

R1
00

 ※破線リブは2-2断面。

764<760>

材料1基当り (G1桁側:1基)

 1-Flg  PL  764 × 36 × 1850 (SM490YB)

 1-Flg  PL  444 × 22 × 1850 (SM490YB)

 1-Base PL 1000 × 36 × 1850 (SM490YB)

 4-Rib  PL  754 × 22 ×  932 (SM490YB)

 3-Rib  PL  754 × 22 ×  932 (SM490YB)

160<225> 165<100>

160 165

材料1基当り (G2桁側:1基)

 1-Flg  PL  760 × 36 × 1850 (SM490YB)

 1-Flg  PL  440 × 22 × 1850 (SM490YB)

 1-Base PL 1000 × 40 × 1850 (SM490YB)

 4-Rib  PL  750 × 22 ×  932 (SM490YB)

 3-Rib  PL  750 × 22 ×  932 (SM490YB)

ネジ切り長 145 削孔長 775

10

定着長 765<40>

36

<100>104

910

削
孔

径

φ
6
1

5

エポキシ樹脂注入
不陸調整材

t=5mm

M48-3種ナット

M48-1種ナット

M48 ネジ切り加工

M48-座金

アンカーボルトD51

材料1基当り (全2基)
18-Anc Bolt D51 × 910 (SD345)

18-Nut      M48 3種ナット

18-Nut      M48 1種ナット

18-Washer   M48 座金

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

松川橋（上り線）Ｐ３橋脚（起点側）

水平力分担構造Ｐ－Ｓ２　詳細図（その２）

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

注記)

  亜鉛の膜厚は、JIS H 0401 HDZT77とする。

2.特記なきスカーラップはR50とする。

1.ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと。

3.上下部工ブラケットは全て溶融亜鉛めっき処理とする。

4.コンクリート削孔は鉄筋探査を行い、

  既設鉄筋を切断しないように留意すること。

5.< >内数値はG2桁側を示す。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

6.「Ｆ.Ｐ.」の表示のある箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。
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KP 141.0

STA.59+19.949

KP.141.7

KP.141.6
KP.141.5KP.141.4KP.141.3

KP.141.2

KP.141.1

KP 141.8
STA.67+19.949

大字大島

60

61

62

A3'

1

2 B2

B
3'

1

2

OUT

IN

IN

OUT

止
ま
れ

一旦停止

一 旦 停 止

一旦停止

一 旦 停 止

NO.0

NO.1

N
O
.
5

N
O
.
6

NO.0

-2.150

NO.2

NO.3

N
O
.
4

NO.1

N
O.
2 N
O
.
3

N
O
.
4

上越方面

東京方面

Ｅ Ｔ Ｃ
大
型
車

小
型
車

ゴミ置場 売　店

駐　車　場

御　手　洗

前処理槽

受水槽

63 64

65

A1'
5

6

1

2

3

3

4

5

B2'

1

2

B3

2
.
0
0
0%

ゴミ置場売　店

駐　車　場

御　手　洗

前処理槽

65

66

67

3

4

A2

A2'

1

2

A3

6

KP140.980 KP141.880KP141.037
CD-DT1-P

KP140.997
C2A

KP141.240
CD-SD1

KP141.611

ET-JA

非常電話設備(下り)

資産管理番号

KP141.360

ET-JA

非常電話設備(下り)

資産管理番号

CD-DT1-P

CF-DT1-P

CF-DT1-P

CD-SD1
CD-SD1

小布施PA(下り)

ET-C

非常電話設備

資産管理番号

小布施PA(上り)

ET-C

非常電話設備

資産管理番号

KP141.800
HH CD-SD1

KP141.801

可変速度規制標識

資産管理番号

CF-DT1-P

ITV

PB資産管理番号
架空用ポール

PB

資産管理番号
EB-C2

低圧引込柱

EB-C2

資産管理番号

自家発電設備

資産管理番号

ITVカメラ

EM1-SD5

EM1-SD5

小布施PA(上り)

小布施PA(下り)

小布施SIC

KP141.350

可変速度規制標識

資産管理番号

須坂長野東 3-6

中野 2-4

小布施PA内

(下り)KP141.371

CCTV設備

小布施PA内

(下り)KP141.342

カメラ制御箱

50

50

50

50

KP141.352
HH EA-C1

B-1

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：自発光デリニェータ

：分岐点点滅灯

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：自発光デリプルボックス

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

：高圧引込柱

E ：E型情報板

：自発光デリ現場操作盤

：自発光デリ引込盤

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

B-2
B-3

B-4 B-5

B-6

141.0KP～141.8KP松川橋（上り線）配線系統図（参考図）

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図示

上 信 越 自 動 車 道
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社

関東支社 長野工事事務所

松川橋（上り線）配線系統図（参考図）
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